
打
上
時
間

ス

　ポ

　ン

　サ

　ー

花

　火

　仕

　様

花
火
師

七
時
一
五
分

開

会

・

挨

拶

七
時
二
〇
分

 

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
大
吉
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

七
時
二
二
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
関
口
煙
火

七
時
二
五
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

七
時
二
八
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
大
吉
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

七
時
三
一
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
関
口
煙
火

七
時
三
四
分

５
号
玉
１
０
０
発
連
続
打
上
げ
菅
野
煙
火

七
時
三
八
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

尺
玉
１０
発

七
時
四
五
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
戸
沢
火
工

七
時
四
八
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
田
熊
火
工

七
時
五
二
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
大
吉
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

七
時
五
五
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
戸
沢
火
工

七
時
五
八
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
関
口
煙
火

八
時
〇
一
分

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

八
時
〇
五
分

日
本
の
名
玉（
尺
玉
１０
発
）
菊
屋
小
幡
花
火

八
時
一
〇
分

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

八
時
一
五
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
戸
沢
火
工

八
時
一
八
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
関
口
煙
火

八
時
二
一
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
戸
沢
火
工

八
時
二
四
分

 

尺
玉
１０
発
菊
屋
小
幡
花
火

八
時
二
七
分

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

八
時
三
一
分

し

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
田
熊
火
工

八
時
三
五
分

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
須
永
花
火

田
島
煙
火

八
時
三
九
分

の

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
田
熊
火
工

八
時
四
三
分

八
時
四
五
分

【
特
別
企
画
】
ナ
イ
ア
ガ
ラ
（
須
永
花
火
田
島
煙
火
）・
渡
良
瀬
ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
田
熊
火
工
）

八
時
五
〇
分

閉

会

・

電

光

雷

令和6年
8月3日㈯
於：渡良瀬川田中橋下流
午後7時15分～8時50分

明治36年創始

第108回足利花火大会

実行委員会からの
お知らせ

8月2日午後5時まで有料観覧席以外の場所取りは禁止です。
期限前の場所取りを発見した場合は、実行委員会が撤去・処分いたしますのでご了承ください。

　

日
本
煙
火
芸
術
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
全
国
屈
指
の
花

火
師
が
制
作
し
た
名
玉
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

日
本
の
名
玉（
尺
玉
）

花
火
の
３
つ
の
し
く
み

参 

加 

花 

火 

師  

（
順
不
同
）

足
利
花
火
大
会
名
誉
委
員
長

足
利
市
長早

　
川
　
尚
　
秀

　

足
利
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、関
東
有
数
の
歴
史

を
誇
る
創
始
１
２
１
年
、「
第
１
０
８
回
足
利
花
火
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

足
利
花
火
大
会
は
、２
万
発
を
超
え
る
花
火
が
迫
力

あ
る
音
と
演
出
と
と
も
に
、ま
ち
の
中
央
を
流
れ
る
渡
良

瀬
川
の
美
し
い
自
然
の
中
で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
花
火
を
楽
し
め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、駅
か
ら

近
い
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
、素
晴
ら
し
い
魅
力
と
環
境
が

揃
い
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
、こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、足
利
市
に
は
深
い
歴
史
、豊
か
な
文
化
、美
し

い
山
々
や
河
川
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
あ
る

ほ
か
、夜
景
観
光
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

１
９
０
３
年
か
ら
続
く
こ
の
花
火
大
会
を
通
じ
、「
市
民

が
誇
れ
る
ま
ち
足
利
」を
皆
様
に
御
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

足
利
花
火
大
会
は
、当
日
は
も
ち
ろ
ん
前
夜
祭
な
ど

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
翌
日
の
清
掃
作
業
ま
で
、市
民
の
皆

様
の
多
大
な
る
御
支
援
に
よ
り
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。開
催
に
際
し
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
各
企
業
や
関
係
各
位
の
御
理
解
、御
協

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、伝
統
あ
る
足
利
花
火
大
会
が
本
年
も
安
全

に
開
催
さ
れ
、御
観
覧
い
た
だ
く
皆
様
が
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

足
利
花
火
大
会
実
行
委
員
長

足
利
商
工
会
議
所
会
頭

相
　
馬
　
　
　
稔

　

足
利
花
火
大
会
は
、明
治
36
年
に
は
じ
ま
り
戦
争
や
コ

ロ
ナ
で
の
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、大
正
、昭
和
、平
成
、令

和
と
時
代
と
と
も
に
1
2
0
年
余
の
歴
史
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。現
在
は
市
役
所
、商
工
会
議
所
、観
光
協

会
、商
業
連
合
会
、繊
維
連
合
会
、農
業
協
同
組
合
、自

治
会
長
連
絡
協
議
会
、坂
西
商
工
会
及
び
織
姫
神
社
奉

賛
会
の
９
団
体
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、足
利
市
全

体
で
大
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
協
賛
花
火
を
ご
提
供
い
た
だ
く
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
の
皆
さ
ん
、寄
付
金
で
大
会
を
支
え
て
く
だ
さ
る
事
業

所
の
方
々
を
は
じ
め
、昨
年
か
ら
は
市
民
の
皆
様
方
か
ら

も
応
援
の
浄
財
を
募
り
、持
続
可
能
な
花
火
大
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、花
火
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て
い
た
だ

い
た
小
学
生
の
皆
さ
ん
、大
会
当
日
の
防
犯
・
交
通
警
備

に
あ
た
ら
れ
る
警
察
官
や
消
防
署
員
、交
通
指
導
員
、消

防
団
員
の
皆
さ
ん
、さ
ら
に
は
大
会
翌
日
の
会
場
清
掃
に

あ
た
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な
ど
、多
く
の
方
々

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

50
万
人
の
夕
涼
み
と
い
わ
れ
る
足
利
花
火
大
会
は
、１

年
で
足
利
の
ま
ち
が
最
も
賑
わ
う
日
で
す
。こ
の
日
に
合

わ
せ
て
里
帰
り
を
す
る
人
、取
引
先
の
接
待
で
利
用
す
る

人
、家
族
連
れ
、恋
人
ど
う
し
、友
達
ど
う
し
、最
近
で
は

外
国
の
方
の
姿
も
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

足
利
の
花
火
の
特
長
は
、頭
上
で
開
花
し
た
か
の
よ
う
に

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
迫
力
あ
る
音
と
も
相

ま
っ
て
、誰
も
が
感
動
す
る
足
利
の
夏
を
彩
る
一
大
風
物

詩
で
す
。ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
、そ
の
感
動
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
八
時
〇
五
分
〕

茜
空

小
松　

忠
信
（
秋
田
県
）

晩
夏
の
轟
き

阿
部　

正
明
（
新
潟
県
）

昇
小
花
　
八
重
芯
五
色
染
分
ダ
リ
ア

細
谷　

圭
二
（
東
京
都
）

昇
天
銀
竜
　
結
晶
華

齊
木　

智
徳
（
山
梨
県
）

昇
小
花
付
　
八
重
芯
錦
冠
菊森　　

武
（
茨
城
県
）

昇
曲
付
　
八
重
芯
ス
テ
ン
ド
銀
八
方
咲

田
畑　

朝
裕
（
静
岡
県
）

昇
朴
付
　
八
重
芯
菊
先
青
光
露

青
木　

昭
夫
（
長
野
県
）

昇
曲
導
付
　
三
重
芯
変
化
菊

若
松　

將
生
（
宮
城
県
）

昇
朴
付
　
四
重
芯
菊
先
紫
光
露

小
幡　

知
明
（
群
馬
県
）

昇
銀
竜
　
八
重
芯
錦
冠
菊
先
紅
点
滅

田
村　

幸
夫
（
長
野
県
）

須
永
花
火
田
島
煙
火
工
場（
栃
木
県
足
利
市
）

㈱
田
熊
火
工（
栃
木
県
野
木
町
）

㈲
大
吉
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
栃
木
県
佐
野
市
）

㈲
関
口
煙
火
工
場（
栃
木
県
栃
木
市
）

㈱
戸
沢
火
工
工
場（
栃
木
県
栃
木
市
）

㈲
菅
野
煙
火
店（
福
島
県
川
俣
町
）

㈲
菊
屋
小
幡
花
火
店（
群
馬
県
高
崎
市
）

プ　ロ　グ　ラ　ム ※天候等の状況により打上時間・
　順番が変わる場合があります。

割火薬 割火薬

割火薬

分砲

小玉星
導火線
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●
●
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●
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●
●
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●
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●
●
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●●●●●●●
●
●
●
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●●

●
●
●
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●
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導火線導火線

　

打
ち
上
げ
花
火
は
、
そ
の
構
造
上
か
ら
大
き
く
三
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

※このほか、チョウチョやハート形などさまざまな形に
なる型物と呼ばれるものもあります。

割物
「星」を同心球状に、二重
三重に並べた構造です。星
とは、開いたときに花の花
弁となる部分で、色の出る
薬剤を何層にも固めてあ
ります。星と星との間に
は、星を四方に飛ばすため
の割火薬が入っています。

小割物
小玉をいくつも詰めて
あり、小さな花がいっ
せいに咲くように広が
ります。

ポカ物
玉がポカッと2つに割
れて、中身が飛び出す
仕組みです。中身はパ
イプ状（分砲）などが多
く、変わった音を出すこ
とができます。


